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『小樽観光エリア』（北海道小樽市）
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1.地域一体となった高付加価値化事業の類型・要件充足性の確認 2.補助対象事業一覧

（単位：百万円）

補助対象事業 補助対象事業者 補助対象経費 補助率 補助申請額

1．宿泊施設の オーセントホテルズ㈱

高付加価値化 ㈱小樽グリーンホテル

㈱運河の宿ふる川

㈱ﾊﾟｰｸ･ｵﾀﾙﾁｯｺｳ･ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝｽﾞ

㈱フタガワ

合同会社PoRtaru

㈱アンビックス

㈱ウィンケル

玉川映一（ﾛｯﾁﾞｶﾞﾙﾐｯｼｭ）

㈱グローバルエージェンツ

2．観光施設の 平山三起子（ｼﾞｰﾝｽﾞｼｮｯﾌﾟﾛｯｷ）

改修 ㈱Sasson

㈱アースキュア

㈱なると

6．実証実験 一般社団法人小樽観光協会

合 計 1,054.933 - 433.028

当地域は、「地域一体型」の枠で応募申請したい。また、類型としては「１．宿泊施設の高付加価値改修」、「２．観
光施設の改修」および「６．実証実験」を選択したい。

北海道小樽市 小樽観光エリア 地域計画

【Ⅰ．同一地域での面的な取組の推進】

「小樽2.0」のコンセプトに基づき①地域一体となった高付加価値化プロジェクトを発足し、②小樽市が主体となった③

市内観光事業者(宿泊事業者を含む)による、地域一体となった面的な取組を形成。

【Ⅱ．全体計画を実現するための個別事業の設定】

全参加事業者及び金融機関の合意形成を得られており、種々の協議を経て、現状課題・ビジョン・コンセプト・事業

内容等に関して、地域計画と個別事業計画の一貫性を得ている。

【Ⅲ．個別事業の事業性】

個別事業者の設備投資による収益改善計画は、①小樽市及び金融機関により内容精査を行い、②付加価値額

及び地域裨益性の上昇が見込まれる計画となっている。

また、地域一体として取り組むことで、実現可能性、継続可能性を高まる座組が形成されている。

【Ⅳ．賃金待遇の改善】

単なる施設投資にとどまらず、①宿泊単価の向上、②従業員の賃金改善等XX％増の取組みが含まれている。

【Ⅴ．地域への裨益効果の提示】

景観との調和や夜に楽しめる空間の創出、ラグジュアリー層の長期滞在などを目的とした施設改修が行われることで、

宿泊客以外の外部に裨益する「地域への裨益効果」が含まれている。

【Ⅵ．自治体による計画に連動する取組】

当地域の第二次小樽市観光基本計画（2017年4月）に連動した小樽市独自の取組になっている。

【重点審査項目・要件】

様式1
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【計画地域】 北海道小樽市 『小樽観光エリア』

【地域計画の対象地域】

 歴史・文化・街並み景観などが楽しめる中心部から四季の美しい景観や自然など地域資

源を生かした温泉郷を核とする朝里川温泉までのエリアを対象

【商工港湾都市から観光都市へ】

 明治初期から北海道の玄関としての役割を担い、明治・大正・昭和初期を通じて港湾、鉄道な

ど石炭輸送をはじめとした物流拠点、国内有数の商工港湾都市へ発展

 モータリゼーションの進展に伴い、海運機能を終えた小樽運河の埋め立て、道路建設計画の是非

を巡り「運河論争」が起こり小樽の名は全国区へ

 小樽運河の再開発以降、明治～昭和初期の面影を街並みに色濃く残し、海、港、山、坂、温

泉、アクティビティ、食文化など、豊富な観光資源に恵まれ、国内有数の観光都市として成長

【「民の力」で創られ蘇った北の商都 ～ 二つの民の力 ～】

 小樽独自の街並みは、明治以降、物産とともに各地から押し寄せてきた人々『民の力』に

よって創造

 昭和後期、全国的に共感を呼んだ小樽運河保存運動『民の力』を契機に一大観光地へ

成長

小樽運河の特徴は「湾曲の美しさ」「水辺と倉庫が一体と

なった独自の景観」「港湾運河から観光運河に再生」「市

民運動の成果」

朝里ダムによってできたオタルナイ湖の湖畔は公園とし

て整備され、近くにはテニスコートを併設した運動場も

ある

1923（大正12年）に最も古い公式スキー大会が

開催されたのは小樽

市内にはスキー場が天狗山、朝里川温泉、オーンズ

の３か所ある

1927（昭和2）年竣工の旧三井銀行小樽支店

2021（令和3）年には国の重要文化財に指定

現在は似鳥文化財団による歴史的建造物を活用した

「小樽芸術村」のシンボル的な銀行建築

3.地域概要

様式1北海道小樽市 小樽観光エリア 地域計画
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4.地域特性・事業環境

様式1北海道小樽市 小樽観光エリア 地域計画

地域ブランド全国ランキング「魅力度４位・行ってみたい４位」

～「小樽運河、歴史的建造物」「ガラス、オルゴール」「食」「自然、温泉」～

 市内７つの観光ゾーンに分けた訪問割合を見ると、一番高い運河周辺は約８０％の方が訪

問。一方、朝里川温泉を訪問した方の割合は１０％未満。

 観光客を男女別・年齢別に見ると、男女ともに２０代が多い。観光施設を利用する性別は、

男性・女性が同じくらいの施設が６３％、女性が中心の施設が３７％。利用する年代は、偏り

がない施設が６５％、６０代以上が中心の施設が１８％、４０～５０代が中心の施設が１

２％、４０代以上の利用が多い。

 外国人観光客は、中国、香港、台湾、韓国、タイ、シンガポールが多い。特に、中国（本

土）からは１０倍に増加。

（H２３年度）６，５７３人 ⇒ （H ３０年度）７０，７２３人

 外国人観光客の観光ゾーンに分けた訪問割合を見ると、一番高い運河周辺地区は９０％を

超える方が訪問。一方、朝里川温泉は２０％程度。

 外国人観光客の年齢層は２０～４０代が中心。

小樽旅行の目的は、 「小樽運河、歴史的建造物」、「食」、「ガラス、オルゴール」が中心。

 小樽市における年間観光総消費額８９７億円と算出。

観光産業は本市経済において重要な位置を占める。

6,036 
7,107 

7,949 8,061 
6,991 

2,595 

2011 2013 2015 2017 2019 2020

①観光入込客数（千人）

ｺﾛﾅ

10,956 
16,342 15,346 

29,384 
37,657 40,580 

H20調査 H25調査 H30調査

③一人当り平均観光消費金額

市内で宿泊しない場合 市内で宿泊した場合

参考 ①、④、⑤ 小樽市観光入込客数調査（小樽市）

②、③ 小樽市観光客動態調査報告書（小樽市）

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代～

②H30調査 観光客（男女・年齢）

⑥類似地域との比較（観光消費額）

総消費額 日帰客 宿泊客 備考

北海道（道内客） 6,202 22,916 R2調査

北海道（道外客） 25,409 78,587 R2調査

札幌市（道内客） 7,521 22,949 H27調査

札幌市（道外客） 14,405 39,346 H27調査

函館市 22,289 49,123 H29調査

小樽市 15,346 40,580 H30調査

総消費額

参考 北海道来訪者満足度調査（北海道観光振興機構）

札幌市観光産業経済効果調査（札幌市）

函館市観光動向調査（函館市）

39,176 
84,248 

146,619 

244,520 
267,020 

1,581 

2011 2013 2015 2017 2019 2020

④外国人観光客・宿泊延数（人）

ｺﾛﾅ

中国

25%

香港

15%台湾

14%

韓国

12%

ﾀｲ

9%

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ

7%

その他

18%

⑤外国人観光客宿泊延数（2019年度）

コ

ロ

ナ

前

の

状

況

5



5.コロナによる影響及びポストコロナの展望

様式1北海道小樽市 小樽観光エリア 地域計画

6.地域計画に向けた想い

【市制施行１００周年】

 市制施行当時は、札幌よりも人口が多く全国１３番目。明治以降の日本の近代化を支え、

まちの発展とともに未来の成功を夢見て小樽に来た人々によってまちが創られ「民の力」に

よって北日本随一の商都として発展した歴史がある。

【年間８００万人の観光都市】

 高度経済成長期に急速に衰退した小樽は、まちを二分し、約１０年にわたる論争となった「小

樽運河保存運動」を経て、運河沿いの石造倉庫や銀行建築をはじめとする明治、大正、昭

和初期の歴史的景観を生かす機運が生まれた。この現代の「民の力」による歴史を活かすま

ちづくりが観光客を惹きつける源泉となった。

【稼げる・持続可能な観光地へ】

 小樽観光が更に発展していくため、観光客が多彩で奥深い魅力を体感し、何度でも訪れたい

と思えるまちを目指す必要がある。本計画では、観光地の高付加価値化を面的に行うことで、

新たなニーズに訴求し、 “行きたくなる”、“消費したくなる”観光地へと磨き上げを行う。

【コロナによる影響】

コロナ前（平成３０年度）とコロナ後（令和２年度）の状況は以下のとおり。

新型コロナウイルス感染症の拡大は、小樽観光にも甚大な影響。

年間、約５１７億円の観光消費が減少したものと推計。

 観光入込客数 約７８０万人 ⇒ 約２６０万人 ３割程度の水準まで減少

 宿泊客数 約８０万人 ⇒ 約３４万人 ４割程度の水準まで減少

 日帰り客数 約７００万人 ⇒ 約２２６万人 ３割程度の水準まで減少

 外国人宿泊客数 約２３万人 ⇒ 千人以下

【ポストコロナの展望】

１）観光地の面的な再生・高付加価値化の推進

 宿泊施設、観光施設等の改修、需要の平準化など、観光地の面的な再生・高付加価値化の

取組みを推進 ⇒ 『観光地の魅力や稼ぐ力の向上』

 キャッシュレス化などを面的に推進

⇒ 『旅行者の利便性向上、非接触による安全・安心の確保』

２）持続観光な観光地経営の確立

 地域一体となった取組が一過性のものとなることなく、自立・自走したものとして中長期的に発展

するよう、地域における財源・人材等の安定的な確保等を推進

 観光客情報等の面的な集約・分析等を行い、地域の稼ぐ力を高める

大正中期の小樽運河（物流倉庫が建ち並ぶ） 今の運河（散策路が整備され観光で賑わう）
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7.SWOT分析（強み・弱み・機会・脅威）

強み 機会

弱み 脅威

 急速な経済の衰退により高度経済成長の
波に乗り遅れた小樽は、結果的に取り残さ
れた歴史的資源を武器に観光都市として生
まれ変わった。小樽運河、色内銀行街など
の歴史的建造物、手宮線跡など、明治、大
正、昭和初期の歴史的資源が残っている。
明治１３年、日本で３番目、北海道で最
初の鉄道が小樽と札幌の間に開通。北海
道鉄道発祥の地。

 文学の歴史（小林多喜二、伊藤整）、食
文化（寿司・スィーツ・地元グルメ）、酒文
化（日本酒・ワイン・ビール）、祭り（潮ま
つり、雪あかりの路、神社祭）など、地域文
化を堪能できる。

 谷沿いの閑静な温泉郷が広がり、スキー、
リバーウォーク、湖畔園地散歩など、四季を
通じ自然を満喫できる。

 地域ブランド調査で「魅力度ランキング４
位」、「行ってみたいランキング４位」となり、
知名度の高さやブランド力が全国的に浸透

 札幌からの近さ（時間・距離・交通）、新
千歳空港、フェリーによる日本海の船旅など
交通アクセスの良さ

 高速道路の後志方面延伸、２０３０年度
末の新幹線駅開業予定、小樽港再開発
（第３号ふ頭及びその基部、クルーズの受
入れ）

 外国人の人気、長期滞在、観光消費額が
大きい特徴がある「アドベンチャーツーリズ
ム」の世界的な商談会（ATWS）が北海
道で開催（2021年開催、2023年開催
予定）

 通過型観光、訪問先の偏り、観光の平均
消費額が少ない

 夜の観光の弱さ、朝の魅力のＰＲ不足
 宿泊施設の供給量不足、多様なニーズへ

の対応、ホスピタリティ、バリアフリー、外国
人対応等が不十分

 歴史的建造物、市場・地元名物店の閉店、
職人等の減少により、小樽の魅力を構成す
る資源が減少

 札幌からの近さ（時間・距離・交通）
 若年層の人口流出、札幌市手稲区・西区

への転出、合計特殊出生率、労働ミスマッ
チを背景とする労働力不足

 新型コロナウイルス感染症、ロシアのウクラ
イナ侵略などにより世界規模で不確実性が
高まり、価格高騰による民間消費や企業活
動など、経済への影響が懸念

 新幹線開業、高速道路開通など交通体系
再編後の小樽スルー

様式1北海道小樽市 小樽観光エリア 地域計画

8.優位性・差別化のポイント

【札幌市に隣接したアドバンテージ】

一般道利用 国道５号経由で約７０分（約３６ｋｍ）

高速利用 札樽道札幌北IC経由で約５０分（約３７ｋｍ）

高速バス 円山経由・北大経由で約６０分

ＪＲ 快速 約３５分 普通 約５０分

【海や山など豊かな自然、温泉】

天狗山（スキー、ジップライン、山頂熱気球）、塩谷丸山（羊蹄までの絶景）、

朝里川温泉（スキー場、リバーウォーク、温泉）、朝里ダム（湖畔散策）

日本海の玄関口（クルーズ客船、青の洞窟）

【守り抜かれてきた遺産と繁栄の歴史、地域文化、食と酒】

小樽運河、歴史的建造物、旧国鉄手宮線、銀行建築群、鰊御殿

「北前船」「炭鉄港」日本遺産、「北海道の心臓」日本遺産候補地域

おたる潮まつり、小樽雪あかりの路、神社祭

寿司、海鮮丼、若鳥の半身揚げ、あんかけ焼きそば、ぱんじゅう、ワイン

【食の宝庫・後志の魅力を発信できるロケーション】

余市町（ウイスキー、ワイナリー）、仁木町（果物狩り）、積丹町（うに） など

【冬の魅力】

冬の魅力として特筆すべき雪が彩る歴史的な街並み

小樽雪あかりの路（運河水面にゆらめく灯り、自然と灯りが織りなす異空間）

小樽ゆき物語（青の運河、ワイングラスタワー、ガラスアートギャラリー）
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【地域ビジョン】

繁栄の歴史・文化が詰まった小樽運河・倉庫群、

唯一の温泉郷「朝里川温泉」で溢れる自然の体験で

「自らが物語の主人公になれる観光都市」へ

9.地域ビジョン・コンセプト

様式1北海道小樽市 小樽観光エリア 地域計画

小樽運河や倉庫群、小樽繁栄の多様な歴史・文化、唯一の温泉郷「朝里川温泉」で溢れ

る自然を「五感」と「体験」を通して感動することができる自らが主人公になれ
る観光都市になっている。

訪れる人が、運河保存運動の歴史や文学（伊藤整、石原慎太郎など）
に触れることで、新たな自分自身の物語を生み出すという、特別な体験をするこ
とができる。

訪れる人が、小樽運河、歴史的建造物を活用したカフェや美術館、ガラ
ス・オルゴールに加え、ワーケーションやスポーツ滞在、リバーウォークなどのネイチャー
アクティビティなどを楽しめる。

北海道・小樽の食（寿司・スイーツ）を求める海外のＦＩＴ（中国、韓国、

香港、台湾 など）をはじめ、国内外から多くの観光客が訪れ、賑わっている。

1

2

3

4

【コンセプト】

「 小樽2.0 」 ～ 「2」をテーマに、小樽観光をバージョンアップ

2つのエリア
中心部 と 朝里川温泉

2度目の小樽
日帰りの次は、宿泊で

2つの楽しみ
昼だけじゃない「夜」も「朝」も

朝里川温泉

エリア

中心部

エリア

歴史・文化・食 自然・アクティビティ・温泉

小樽観光エリアとして面的な魅力を高め、“一体”となることで、

両エリアを満喫できる「小樽2.0」にバージョンアップ

中心部エリアと朝里川温泉エリアが観光地としての一体感に課題があった「小樽1.0」
両エリアが補完し合い面的な魅力を向上することで回遊性が生まれる
小樽観光エリアとして“２つ”を満喫できる「小樽2.0」へバージョンアップ

8
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様式1北海道小樽市 小樽観光エリア 地域計画

●市内に眠る観光資源の掘起し
●体験プログラム、夜の小樽を
満喫できる街歩きプログラムを
構築

●「小樽2.0」のコンセプトに
基づき、宿泊施設を改修

●宿泊単価、観光消費を向上

●夜と早朝に新たなコンテンツ
を盛り込み、高価格帯の需要
を獲得

●中心部と朝里川温泉の交通
アクセスを含む観光情報の充実

●２つの地区が補完し合い魅力
を向上

解決方法

10.ビジョン達成までの課題と解決方針

●短時間滞在が主流

●観光客の訪問先に偏りがある

●宿泊施設の建物内外装の
老朽化

●ラグジュアリー層や長期滞在、
多様性への対応が不十分

●店舗の閉店時間が早く宿泊客
が夕食後に楽しむところがない

●早朝の魅力が不十分

●市内中心部と朝里川温泉が
観光地としての一体感がない

課 題
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【施策の全体像】

歴史・文化・自然を「五感」と「体験」を通して感動できる宿泊施設・観光

施設の拡充

持続可能な観光地経営（多様な旅行ニーズに対応した施設改修）

11.地域計画の具体的施策

様式1北海道小樽市 小樽観光エリア 地域計画

10

【具体的施策】

外観改修

廃屋撤去

高 付 加

価 値 化

持 続

可 能 性

 運河周辺の景観形成に配意した外壁改修

 自然環境と調和した外壁改修、廃屋撤去

 エグゼクティブフロア新設

 愛犬同宿客室など多様な旅行形態への対応

 遊休エリアをウェルネス施設に改修

 宿泊施設併設のブックラウンジ、女性ドミトリーの整備

 コワーキングスペースの確保

 バリアフリー化、空き店舗群をアートを通して地域活性化

 食べ歩き用の飲食提供事業者等と連携したイートインスペースによる地域の

賑わい創出、女性も安心して花園周遊・宿泊できる体制づくり

 地域で活用できるコンベンション・イベントセンターへの改修

 地域独自の観光資源を活用した地域の稼げる看板商品創出事業との連動

飲食提供事業者等との連携による賑わい創出

エグゼクティブフロア新設

各事業者が高付加価値化によって収益拡大を実現し、賃金・待遇改善や雇用創出に繋げ、地域

全体として持続可能性を追求する

宿泊施設併設のブックラウンジ

まだ見ぬ出会いで小樽を動かす。

まだ見ぬ出会いで小樽を動かす。
“遊ぶ” “泊まる” “暮らす” “生み出す”
異なる目的で訪れた多様な人々が一つ屋根の下
に居合わせる。
そこに“自然な交流”が生まれることで、新しい価
値観に出会ったり、何かのきっかけを見つけるかも
しれない。
そんなまだ見ぬ出会いが自然に生まれていくこの場
所から、訪れる方を、小樽をちょっぴり今日よりも
面⽩い方へ動かすお手伝いを。

アートという表現を通して地域活性化

（裏小樽モンパルナス）



様式1北海道小樽市 小樽観光エリア 地域計画

12.地域活性化に向けたこれまでの取組み

登録DMOに向
けた取組

（候補DMO）

（一社 ）小樽観光協会が母体
となり 、 行政 、宿泊業者、 観光
施設事業者、交通事業者、 文
化団体、大学・シンクタンク 、農林
水産業、商工業やボランティアガイ
ド等の地域関係者が参加

• 新たな小樽観光の推進体制として、官
民が連携し、 登録ＤＭＯの設立を目
指す。

• 令和3年3月に、候補DMOに登録

• 「第１ターゲット層：２０～４０代国内女性」
• 「第２ターゲット層：中国、台湾、韓国、香港、タイ、マ
レーシア、シンガポールのＦＩＴ・リピーター層」

• 「第３ターゲット層：ステイ型滞在者（主に欧米・オセ
アニアや国内ワーケーション、クアオルトなど）」と３つの
ターゲットに分け、それぞれのターゲットに対して戦略的
な取組方針を策定した。

• 安定的な財源確保が課題。
• 観光客と市民とが、数あるホンモノの
魅力を味わい、交流を通じてふれあ
う成熟した観光都市を目指す

日本遺産認定
に向けた取組
（シリアル型日
本遺産認定・地
域型日本遺産
候補認定）

小樽市日本遺産推進協議会

• 平成30年にシリアル型日本遺産「北前
船」に本市が追加認定

• 令和元年にシリアル型日本遺産「炭鉄
港」が認定

• 「北海道の『心臓』と呼ばれたまち・～『民
の力』で創られ蘇った北の商都」という
テーマで、地域型日本遺産認定に向け
た取組を推進している。

• 令和3年7月に候補地域の認定を受け、
令和6年度の本認定に向けた事業を実
施。

• 日本遺産をテーマとした商品開発を担うプロデューサー
を養成した。

• 日本遺産インタープリターを養成し、地域の魅力をより
鮮明に伝える人材を育成した。

• わかりやすい解説を行うための調査研究を実施。

• 日本遺産（候補地域含む）の普及啓
発や知名度向上が課題

• 日本遺産のストーリーを活用して、
本市の強みである歴史・文化を活か
したまちづくりによる地域活性化を進
めたい。

国指定重要文化財の旧手宮鉄道施設は日本遺

産「炭鉄港」の構成文化財

令和３年３月３１日付けで候補DMOに登録された一

般社団法人小樽観光協会のロゴマーク

１

２

取組名 参加者 取組内容 工夫した点 取組を通じて明らかとなった課題 今後目指す姿

幌内鉄道の蒸気機関車の内、義経号、弁慶号、

しづか号は、京都、さいたま、小樽で保存・展示

候補DMOでは、地域部会とマーケティング部会を設置。観光

地域づくり法人形成確立計画を着実に推進

11



様式1北海道小樽市 小樽観光エリア 地域計画

12.地域活性化に向けたこれまでの取組み

「小樽雪あかりの
路」開催による
冬の夜の魅力づ

くり

ボランティア団体
による観光案内

小樽雪あかりの路実行委員会

• 小樽には、かつて明治初期から栄えた歴
史から、歴史的な街並みが残っている。

• しかし、冬場に観光客が少なく、また、宿
泊客が少ないことから、地域への経済効
果が十分に得られていないことが課題だっ
た。

• そこで、毎年2月、夜の小樽の歴史的な
街並みを舞台に「雪」と「ろうそくのあかり」
のみで演出するイベント『小樽雪あかりの
路』を開催し、冬の夜の魅力を創出した。

• あえて「手づくり」にこだわり、手間をかけることで、人と人
とのふれあいが生まれるイベントとした。

• 多くの海外ボランティアが参加する仕組みを構築したこと
で、国際交流の機会を創出した。

• イベントに使う「ろうそく」や「浮き球」などを「小樽産」にこ
だわった。

• ボランティアの高齢化
• コロナ禍で海外ボランティアが参加できな
くなったことによる、人手不足

• 冬の夜の魅力を提供し続けていくこと
で、地域活性化に結び付けていく。

• メイン会場だけでなく、市民と一体と
なって、まち全体にあかりを広げてい
きたい。

小樽おもてなしボランティアの会、
小樽観光ガイドクラブ、
おたる案内人ボランティアガイドの
会

• 観光客に地域の魅力を伝える役割とし
て、ボランティアガイド団体を組織

• 現在3団体が活動し、着地型で楽しむこ
とができるガイドツアーなどを提供してい
る。

• 着地型のガイドツアーを提供することで、小樽滞在中の
魅力を創出した。

• ガイドだけでなく、「小樽雪あかりの路」などのボランティア
活動を行うなど、まちづくり活動を行った。

• 会員の高齢化によるスタッフの確保
• 人材育成

• 着地型ガイドツアーにより観光客に
魅力を提供することで、滞在時間の
延長や宿泊客の増加に繋げたい。

３

４

小樽では、小樽おもてなしボランティアの会、小樽観

光ガイドクラブ、おたる案内人ボランティアガイドの会が

活動。

例年、７月、８月には、『小樽ライトアップ散策ガイ

ドツアー』が開催され、ボランティアスタッフが観光客と一

緒に幻想的な夜の街を散策しており、小樽観光の課

題である夜の魅力向上に取り組んでいる。

小樽あかりの路では、多くのボランティアスタッフが参加。

多くの観光客をおもてなし。

取組名 参加者 取組内容 工夫した点 取組を通じて明らかとなった課題 今後目指す姿

地域の人たちがつくるイベント。小樽運河、手宮線跡

地、朝里川など市内各地が会場となる。
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様式1北海道小樽市 小樽観光エリア 地域計画

12.地域活性化に向けたこれまでの取組み

「おたる案内人」
制度の創設によ
る観光ガイドの
質の向上

「おタテ（小樽
祝津産ホタ

テ）」のブランド
化による地域活

性化

小樽観光大学校

• 観光客に、小樽の持つ“真の魅力”に
触れてもらうことを目的に、産学官
により「小樽観光大学校」を設立。
小樽観光の本質を捉えた人材育成を
行う。

• 「小樽の観光産業を支える人材の育
成」と「市民レベルでのホスピタリ
ティ意識（おもてなしの心）の醸
成」を行う。

• 検定制度では、おたる案内人「2級」「1級」「マイス
ター」の3階級を設けて、レベルアップを図った。

• 「観光ガイド検定試験」の枠を超え、「ひとづくり」「まちづ
くり」「地域を誇る文化の醸成」を組み込んだプログラム
により、小樽の歴史や文化などに対する幅広い知識を
有した地域に誇りを抱く市民や産業人の育成を行った。

―

• 観光客をおもてなしする職業に従事
する「キャスト」と、地域の活性化を
願う「サポーター」市民とで観光地小
樽の活性化をしたい。

小樽ホタテブランド化推進プロジェ
クト実行委員会

• 小樽祝津産ホタテは、漁獲金額が市内
1位にも関わらず、これまでブランド化され
てこなかった。

• このホタテを「おタテ」とネーミングして、ブラ
ンド化に向けた様々な取組を実施。

• 飲食店フェア（市内100店舗参加）の
開催、オリジナルソングの制作、ロゴの制
作等により、ブランド化を図った。

• 「おタテ」という親しみやすいネーミングにより、多くの人に
知って・呼んでもらえるようにした。

• 生産者にも参画してもらい、垣根を超えた域内連携を
することで、地域一体の取組とした。

1年を通じた「おタテ」の安定供給
地域の漁業者などステークホルダーとの連
携

• 小樽訪問の動機付けとして、食の魅
力をより具体的にアピールするための
素材として位置付け「地元の食」とし
ての観光資源で地域活性化につな
げる。

６

５

小樽はホタテの一大産地。小ぶりだが貝柱の弾力が強く他の産地にはない独特の食感と旨みがある。これまで稚貝出

荷が中心だったが成貝も安定供給でき、「おタテ」として新たなブランドに成長。

小樽観光大学校では、おたる案内人検定（マイスター、１級・２級）を実施。また、おたる案内人ジュニア育成プログラ

ムでは、小学校５～６年生を対象に総合学習授業でおもてなしや歴史などを学ぶ。

取組名 参加者 取組内容 工夫した点 取組を通じて明らかとなった課題 今後目指す姿
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様式1北海道小樽市 小樽観光エリア 地域計画

12.地域活性化に向けたこれまでの取組み

鉄道遺産を活用
した「レールカーニ
バル」の取組

旧手宮線のイン
スタレーションによ
る夜の魅力づくり

NPO法人北海道鉄道文化保存
会

• 北海道最初の鉄道として明治13年に敷
かれた「手宮線」を利活用して賑わいを
創出。

• かつて列車が走っていたレールにトロッコを
走らせ乗車してもらうことで、市民や観光
客に、地域の貴重な鉄道遺産に親しん
でもらうイベントを開催。

• 歴史的な遺産を会場とすることで、「保存」だけでなく
「活用」により、新しい価値を創出した。

• 実施に多くのスタッフが必要となるため、ボ
ランティアスタッフの確保が課題。

• 歴史的な鉄道遺産の活用による賑
わいを創出することで、地域活性化
に繋げたい。

小樽青年会議所

• 北海道最初の鉄道として明治13年に敷
かれた「手宮線」を利活用して夜の魅力
創出をした。

• 線路の枕木を鍵盤に見立てて、踏むと
光って音が鳴る仕掛けにより、光と音の幻
想的な空間を演出した。

• 歴史的な遺産を会場とすることで、「保存」だけでなく
「活用」により、新しい価値を創出した。

• 実施に費用がかかり、継続するための財
源が課題

• 夜の魅力創出により、宿泊客の増
加や地域活性化に繋げたい。

小樽観光の課題であ

る夜の新たな魅力とし

てコロナ禍の令和３

年度から開催。

旧手宮線跡地を利用

し、トロッコを走らせる

イベント。子どもたちは

楽しみながら小樽の歴

史や文化を体験。幌

内鉄道全線開通１

３０年を記念し始

まった

７

自然観光資源
の整備・活用に
よる新たな観光
コンテンツの創出

小樽市、
（一社）小樽観光協会、
小樽天狗山スキー場等管理運営
協議会

• 小樽は、自然豊かな観光資源を有して
おり、屋外で密にならずに楽しむことがで
きる素材がある。

• しかし、積極的な活用がされず観光資源
として訴求力が低い状態となっていた。

• 施設整備を行うとともに、魅力の発信を
行うことで“選ばれるコンテンツ”を創出し
た。

• SNSで拡散したもらうことを念頭に、SNS映えするフォト
スポットの設置を行い、話題性を作った。

• 制作動画をダウンロードフリー・利活用フリーとすることで、
多くの人に見て・活用してもらうようにした。

• 本市の自然は、「アドベンチャーツーリズ
ム」として十分に魅力があるものと考える
が、その魅力を伝えるガイドの育成や観
光コンテンツとしてのメニュー化が課題。

• 自然観光資源の魅力づくりにより、
歴史的な街並みだけではない、新た
なコンテンツを創出し、観光客の長
期滞在に繋げるとともに、ATを好む
富裕層への遡及による地域経済の
活性化を図りたい。

９

８

小樽の自然観光資

源を発信するため

令和２年度に動画

を作成。

YOUTUBEで発信

している。

取組名 参加者 取組内容 工夫した点 取組を通じて明らかとなった課題 今後目指す姿
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様式1北海道小樽市 小樽観光エリア 地域計画

12.地域活性化に向けたこれまでの取組み

小樽祝津地区
ワーケーションプロ
グラムによる新た
な観光コンテンツ

の創出

特定非営利活動法人おたる祝津
たなげ会

• 小樽には、国定公園に指定された海岸
を含む恵まれた自然と、鰊文化の遺産が
多く残っている。

• この地域の特性を生かして、ワーケーショ
ン環境の実証実験を実施し、魅力を深
める取組を行った。

• 具体的には鰊番屋でワークし、国定公
園の自然を満喫するプログラムの実証実
験などを実施。

• 歴史的な建造物でワークする環境を作ることで、特別
な体験を提供した。

• 国定公園のガイド付きツアーを行い、本市が有する自
然の魅力を満喫できる内容とした。

• ワーケーションのニーズとのマッチングが難し
く受入態勢を常時準備することが困難。

• 自然ガイドが事業として自走できるだけの
需要が無く、事業化が難しい。

• 本市が有する歴史的な建造物や自
然景観を活かしたコンテンツを作っ
て、活性化に結び付けたい。

クアオルト型健康
保養地を目指す、
朝里川温泉¨元
気力アップ¨プロ

ジェクト

2

朝里川温泉組合

• 朝里川温泉では、温泉地としての環境を
活かし、温泉利用による免疫力向上、ス
トレス緩和効果を高めるための独自の観
光プログラム、観光商品の開発を目指し
ている。

• 健康回復プログラム、自然食メニュー、ト
レイルコースなど健康をテーマとした各種
商品開発や温泉地環境の整備を行い、
モニターツアー等によりその効果を検証す
る実証事業を実施

• 朝里川温泉の泉質、周辺の自然環境、ホテル等のイ
ンフラを活用して温泉療養、健康増進をテーマとするこ
とで、既存の観光資源の磨き上げと活用を行った。

• ターゲットを近隣都市住民、その他道内観光客、道外
観光客の３つを想定し、それぞれの旅行スタイルにあわ
せたコンテンツ造成を行った。

• 事業を継続していく財源の確保が課題
• 健康保養温泉地としての朝里川温
泉のイメージアップを図ることで、誘客
に繋げたい。

10

11

国定公園に指定さ

れた海岸を含む自

然景観を楽しんだ後、

鰊番屋では仕事に

励む。小樽で多様な

働き方を満喫。

１９５９（昭和３４）年に市営朝里川温泉センターを開設し、その後、旅館やホテルが建ち並ぶ。現在は「ゆらぎの里」

という愛称とともにリゾートエリアとして健康と療養の里クアオルト型温泉地を目指す

取組名 参加者 取組内容 工夫した点 取組を通じて明らかとなった課題 今後目指す姿
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様式1北海道小樽市 小樽観光エリア 地域計画

12.地域活性化に向けたこれまでの取組み

「実践型地域雇
用創造事業」
「地域雇用活性
化推進事業」

小樽市、北海道後志総合振興
局、小樽商工会議所、（一社）
小樽観光協会、国立大学法人
小樽商科大学、（一社）北海
道中小企業家同友会しりべし・小
樽支部

• 小樽市の基幹産業である観光関連産
業と卸売・小売業や、食品関連産業
を重点分野とし、「事業所の魅力向
上・事業拡大の取組」、「人材育成の
取組」、「就職促進の取組」の３つの
事業に取り組む。

• 基幹産業である観光関連産業と卸売・小売業や食
品関連産業を重点分野とし、地域内関係団体との
連携のもと、新たな販路開拓や情報発信手法、時
代にあった販売手法、事業承継や創業者の育成、
多様な人材確保等のセミナー、伴走型支援等に取り
組んできた。

• 特に、観光関連産業では、地域の観光資源を有効
活用するノウハウを習得し、事業所の更なる魅力向
上を図り、食関連産業への経済波及効果を目指し
た。

• また、これらを担う人材を各講習会で育成し、合同企
業説明会においてマッチングさせることにより雇用の活
性化を図った。

• 若年層のうち特に２０歳台が市外へ
流出しており、労働力不足が顕著であ
り、子育て世代の女性や高年齢者、
外国人などの多様な人材を受け入れる
ための環境整備や企業の意識改革が
必要である。

• 観光都市として国際化への対応や観
光と地場産業との連携による地域内経
済循環を高める必要がある。

• 『観光の街小樽』にしごとをつくり安
心して働けるようにする

12

観光関連産業で求められる知識や技能を

習得し、企業から求められる人材へとスキル

アップを図るための取組みを実施。

観光関連産業における商品の効果的な

販売方法やPR手法等を学ぶセミナーや

人手不足解消に資する雇用促進セミナー

を開催。

取組名 参加者 取組内容 工夫した点 取組を通じて明らかとなった課題 今後目指す姿
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13.ターゲット・市場規模

様式1北海道小樽市 小樽観光エリア 地域計画

14.目標及び収益計画

 令和５年２月までに、宿泊施設１０件、観光施設５件の外観や内観を改修し、地域一体と

なって、更なるブランド価値向上を目指す。

 地域の歴史や文化、豊かな自然などにより、贅沢な滞在時間を過ごすことが可能となる宿泊施設

とし、２０２５年度までに、平均宿泊単価を引き上げる。

 ラグジュアリー層やワーケーションなど長期滞在への対応、地域の歴史や文化を感じ贅沢な時間を

過ごせる宿泊施設等を７件増やす、テイクアウトや夜の飲食サービス充実、花街での新たな飲食

周遊の提供、地域の学生や住民との交流などを可能とする宿泊施設を３件増やす、訪れるたびに

新たなサービスを提供する空間の創出や小樽の食文化を伝える観光施設を５件増やすなどの取

組により、日帰り客を宿泊客へ、滞在日数を１泊ではなく２～３泊へとステージを移行する。これ

らを通じて、２０２５年度までに、観光客一人当り平均消費金額を（平成３０年度）１１，

６９５円から１７，５００円（１．５倍）に引き上げる。

 これらを通じて、まずは、コロナで落ち込んだ観光客入込客数、宿泊客延数、年間観光総

消費額を２０２５年度までにコロナ前（２０１８年度）の水準に引き上げる。

観光入込客数 ２５９万人 ⇒ ７８１万人

宿泊客延数 ３９万人 ⇒ ９５万人

年間観光総消費額 ２８３億円 ⇒ ８９８億円

【ターゲット】

 「歴史・文化や街並みに関心のある国内旅行者」を中心に、歴史的な街並みや地域文化を

楽しんでもらいます。

 「健康意識が高く、日常からの解放や休養・リラックスを求める国内旅行者」を中心に、地

域の自然・文化を、アクティビティを通じて体験してもらうことで、長期滞在し、地域ならではの食事

や地場産品の購入、温泉などを楽しんでもらう。

 「街並み景観の鑑賞や御当地グルメなどの食体験に関心が高い中国、台湾、韓国、香

港、タイ、マレーシア、シンガポールの個人旅行者・リピーター層」に歴史的な街並みや食文

化、アクティビティを体験してもらうとともに、高級感のある宿泊施設で長期滞在してもらう。

 「ウェルネスやアドベンチャーツーリズムに関心の高い欧米・オセアニア、国内ワーケーショ

ンなどステイ型滞在者」に広めで高級感のある宿泊施設や心と体の健康と癒しをもたらす温泉を

楽しんでもらい、長期滞在してもらう。

【市場規模】

 中国、台湾、韓国、香港を中心とするアジアからの訪日外国人観光客数は全国で６倍 （H

２３年度）１０，１７２千人⇒（H３０年度）６１，５１２千人

 ウェルネスの市場規模について、国連世界観光機構（UNWTO）の報告では、国際観光客到

着数は世界全体で１２億３，５００万人、世界全体のGDP総額の１０％

 アドベンチャーツーリズムの市場規模について、ATTAによると、国際的なアドベンチャートラベル

の市場規模は約７２兆円、２０１２年以降、年率１１．４％で成長。２０１６年の三

極別の市場規模では欧州が約３０兆円で最大、北米と南米が続く。
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【労働力不足】

 「人口減少・少子高齢化」「働き方の変化」「雇用形態の変化」などが要因

 各事業者は、個別事業計画に係るきめ細かな調整、地域内における事業者連携なども検討し、

着実に事業実施可能な体制を構築する必要がある。

 第２期小樽市総合戦略において、小樽の強みを活かした地場産業の進行、安定した雇用の確

保、安心して子育てできる環境や地域の教育力の向上、生活利便性の確保などの施策を推進。

【材料価格の上昇や材料の入手困難】

 感染症の影響を受けた業種やそこで働く方々など、国民生活や経済への影響は依然として続く中、

ロシアによるウクライナ侵略などの影響により、不確実性が高まり、原材料価格の高騰や資材調達

の困難性がある。

 各事業者は、これらの不確実性を考慮し、個別事業計画の施行時期や見積もりの積算な

どを行う必要がある。

 本市においても、原油等の価格が高い水準で推移し、物資の安定供給が滞り、今後、コロナ禍か

らの経済社会活動の回復の足取りが阻害される状況が懸念されることから、国の「原油価格・物価

高騰等総合緊急対策」に基づき、市内事業者支援を実施。

【新型コロナウイルス感染症の影響】

 国や北海道、市が実施する誘客促進の取組と併せて、保健行政上の指導等に基づく感染防止

対策を着実に講じるなどにより、新型コロナウイルス感染症等の危機に対して強靭で持続可能な観

光地経営、施設経営を実現。

15.実行上の課題・リスク等 16.解決方法

様式1北海道小樽市 小樽観光エリア 地域計画

【課 題】

 「人口減少・少子高齢化」や「労働条件等のミスマッチ」を背景に、幅広い分野で労働力不足が課

題とされている。

 小樽市内の雇用情勢（令和４年３月）における小樽管内の有効求人倍率は１．１９倍。

「電気工事、電気配線工は３．２０倍」、「建設・土木作業員は１．９５倍」、「給仕、接客

サービス員は２．３５倍」。

 個別事業計画で予定している宿泊施設等の改修や運営に係る業種は、求人数が求職者

数を上回る状況となっており、人材確保・労働力不足が懸念。

【リスク】

 新型コロナウイルス感染症、ロシアによるウクライナ侵略などの影響により、世界規模で不確実性が

高まり。価格高騰による民間消費や企業活動など実態経済に影響。 北海道経済においても、原

油、原料高への対応が重要課題。

 建設業では、技術職の不足、原材料の値上がりに伴う原価率の上昇などが懸念。宿泊業では、

新型コロナウイルス感染拡大やどうみん割の停止などにより新規予約も低調、予約が少ない平日を

中心に休館を検討。

 建設業や宿泊業では、人材確保、材料価格の上昇や材料の入手困難、新型コロナウ

イルス感染症が社会にもたらす影響が懸念。
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17.地域への裨益性・経済波及効果

様式1北海道小樽市 小樽観光エリア 地域計画

宿泊施設⑩

金融機関

観光施設⑤

ﾎﾃﾙ・旅館組合、朝里川
温泉組合、ﾎﾃﾙﾐｰﾃｨﾝｸﾞ

小樽市
（自治体）

小樽観光協会
（候補DMO）

地域計画の座組

主要文化
観光資源

地元商店

観光施設

土産屋

主要自然
観光資源

飲食店

飲食店

潜在的観
光資源

小樽運河、歴史的建造物、鰊御殿、日本遺産（北
前船、炭鉄港、北海道の心臓）、寿司、若鳥の半
身揚げ、あんかけ焼そば、ガラス、オルゴール、小樽雪
あかりの路 等

朝里川温泉（スキー場、リバーウォーク、温泉）
天狗山（スキー場、山頂での熱気球）、
塩谷丸山（登山）、日本海（フェリー、
クルーズ客船、青の洞窟クルーズ） 等

小樽市内に眠っている観
光資源を認識し、掘り起
こし、磨き上げ、国内外
に訴求。

小樽を実感できる魅力あ
る体験プログラムや宿泊
に繋がる夜の小樽を満喫
できる街歩きプログラムを
構築し提供。

富裕層や長期滞在者が
市内の商店街や飲食店、
お土産店などにおいて消
費を拡大

①富裕層による消費単
価の増
②長期滞在による消費
機会の増
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【THE GREEN OTARU】
テイクアウト設備及び憩いの
スペース設置

【コミュニティベースTug-B】
宿泊施設併設のブックラウンジ、女性ドミトリーの整備等

【裏小樽モンパルナス】
商店街の空き店舗をアンテナ
ショップや間借りカフェとして再生



19. 実施体制

様式1北海道小樽市 小樽観光エリア 地域計画

参加者 役割

小樽市
協議会の事務局、伴走支援チームとの窓口
地域の面的な再生に向けて、地域計画の策定・計画の進捗管理

小樽観光協会
（候補ＤＭＯ）

会員事業者の連絡調整、地域情報の発信、マーケティング調査の
実施
地域の面的な再生に向けて地域計画策定および地域マネジメント
を支援、実証実験の実施

宿泊事業者・観光事業者
（内訳は下記参照）

個別事業計画の策定・実施

金融機関（融資に関わる
地元金融機関）

融資関係の助言、融資計画の策定

宿泊団体（ホテル旅館組
合、朝里川温泉組合、ホ
テルミーティング）

宿泊事業者との連絡調整
地域の面的な再生に向けて地域計画策定および地域マネジメント
を支援

計画申請団体 小樽市
（◎最高責任者：小樽市長 迫俊哉 ○現場統括責任者：小樽市産業港湾部長 渡部一博 ）

事務局・地域マネジメント・統括、地域計画の策定・計画の進捗管理

小樽市観光協会（候補ＤＭＯ）

事業者の取りまとめ等 宿泊事業者⑩ 観光事業者⑤

個別事業計画の策定・実施

金融機関

融資相談・融資計画策定

融資計画の調整・
経営視点での助言

観光資源など地域情報の提供、
お客様の動向、宿泊事業者の現状や意見
などマーケティングの役割

小樽ホテル・旅館組合、朝里川温泉組合、
小樽ホテルミーティング

事業者の取りまとめ等

報告・相談

進捗管理

報告・相談

宿泊施設

観光施設

実証実験

①オーセントホテル小樽（オーセントホテルズ株式会社）、②小樽グリーンホテル（株式会社小樽グリーンホテル）、③運河の宿ふる川（株式会社運河の宿ふる川）、④グランドパーク小樽（株式会社パーク・オタルチッコウ・オペレーション
ズ）、⑤コージーイン（株式会社フタガワ）、⑥コミュニティベースＴｕｇ‐Ｂ（合同会社ＰｏＲｔａｒｕ）、⑦アンワインドホテル（株式会社グローバルエージェンツ）、⑧小樽朝里クラッセホテル（株式会社アンビックス）、⑨貸別荘ウィ
ンケル（株式会社ウィンケル）、⑩ロッヂガルミッシュ（玉川映一）

①ジーンズショップロッキ（平山三起子）、②なると（株式会社なると）、③朝里川温泉スキー場施設（株式会社Ｓａｓｓｏｎ）、④湯の花朝里殿（株式会社アースキュア）

一般社団法人小樽観光協会（候補ＤＭＯ）

報告・相談

観光庁

地域一体となった観光地の再生・観光サービスの高付加価値化事務局

計画申請 計画採択
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